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天
正
遣
欧
少
年
使
節
と
は
何
か
、
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？

　

16
世
紀
、
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
で
あ
っ
た
大
村
純
忠

や
大
友
宗
麟
、
有
馬
晴
信
が
、
ロ
ー
マ
教
皇
の
も
と

に
派
遣
し
た
使
節
団
の
こ
と
で
す
。

　

そ
の
目
的
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
世

界
を
見
聞
さ
せ
て
布
教
に
役
立
て
る
こ
と
や
、
ロ
ー

マ
教
皇
に
日
本
へ
の
布
教
に
対
す
る
経
済
的
支
援
を

求
め
る
こ
と
で
し
た
。

　

当
時
、
有
馬
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
（
南
島
原
市
に
あ
っ

た
神
学
校
）
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド

ロ
・
バ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
が
、
司
祭
や
修
道
士
育
成

の
た
め
の
初
等
教
育
を
し
て
お
り
、
当
時
13
～
14
歳

だ
っ
た
四
少
年
（
伊
東
マ

ン
シ
ョ
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル
、

中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン
、
原
マ

ル
チ
ノ
）
が
学
ん
で
い
ま

し
た
。

　

天
正
遣
欧
少
年
使
節
の

欧
州
派
遣
は
、
バ
リ
ニ
ャ
ー

ノ
神
父
が
企
画
し
て
、
キ

リ
シ
タ
ン
大
名
に
勧
め
た

も
の
で
し
た
。

　

こ
こ
で
、
四
少
年
の
一
人
で
あ
る
原
マ
ル
チ
ノ
に

着
目
し
ま
す
。

　

原
マ
ル
チ
ノ
は
１
５
６
９
年
推
定
、
肥
前
波
佐
見

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
父
親
は
大
村
純
忠
の
家
臣
で
あ

り
、
波
佐
見
の
名
士
で
あ
っ
た
原
中
務
（
ナ
カ
ツ
カ

サ
）
で
し
た
。

　

有
馬
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
に
は
第
１
期
生
と
し
て
入
学

し
、　

四
少
年
の
中
で
は
最
年
少
で
し
た
が
、
将
来

司
祭
に
な
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
ラ
テ
ン
語
を
若

く
し
て
習
得
し
、
頭
脳
明
晰
。
天
正
遣
欧
少
年
使
節

で
は
副
使
に
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

四
少
年
に
は
日
本
人
の
本
名
が
あ
り
ま
し
た
が
、

原
マ
ル
チ
ノ
だ
け
は
何
と
名
乗
っ
て
い
た
か
が
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
関
連
資
料
が

残
っ
て
い
な
い
か
、
今
後
の
解
明
に
期
待
が
か
か
り

ま
す
。

　

使
節
団
は
１
５
８
２
年
２
月
に
長
崎
港
を
出
発
。

当
時
の
移
動
手
段
は
帆
船
で
あ
り
、
風
向
き
を
読
み

な
が
ら
航
路
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

東
か
ら
西
へ
と
風
が
吹
き
や

す
い
冬
が
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

同
年
３
月
に
は
マ
カ
オ
に

到
着
す
る
の
で
す
が
、
12
月

ま
で
風
待
ち
の
た
め
そ
の
ま

ま
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
年
後
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
首
都
リ
ス
ボ
ン
に
到
着
。

　

そ
の
翌
年
に
は
ス
ペ
イ
ン
の
首
都
マ
ド
リ
ー
ド
に

到
着
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ェ
リ
ペ
２
世
の
歓
待

を
受
け
ま
し
た
。

　

ロ
ー
マ
に
到
着
し
た
の
が
１
５
８
５
年
３
月
、
長

崎
を
出
発
し
て
か
ら
約
３
年
掛
か
り
ま
し
た
。

　

サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
で
ロ
ー
マ
教
皇
グ
レ
ゴ

リ
ウ
ス
13
世
に
謁
見
し
、
四
少
年
に
は
市
民
権
が
与

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
13
世
が
謁
見

後
に
急
逝
し
た
た
め
、
新
た
に

シ
ク
ト
ゥ
ス
５
世
が
教
皇
に
即

位
。

　

ロ
ー
マ
で
は
祝
福
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
、
四
少
年
も
参
列
し

ま
し
た
。

特集

天
正
遣
欧
少
年
使
節

原
マ
ル
チ
ノ
の
足
跡
を
辿
る
。

グレゴリウス 13 世に謁見する
天正遣欧少年使節

南蛮屏風図
（大村市歴史資料館）

★
原
マ
ル
チ
ノ
と
は

原マルチノ肖像画
（京都大学附属図書館蔵）
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新

し
い
知
識
を
身
に
着

け
た
四
少
年
は
帰
路

に
つ
き
ま
す
。
途
中

で
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
に

立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
、

バ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父

と
再
会
。

　

こ
こ
で
、
原
マ
ル

チ
ノ
は
イ
エ
ズ
ス
会

員
の
前
で
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
、
こ
れ
が

「
原
マ
ル
チ
ノ
の
演

説
」
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
５
９
０
年
に
帰
国
。
国
内
で
は
信
長
の
世
が
終

わ
り
、秀
吉
の
世
へ
。
四
少
年
は
秀
吉
に
招
か
れ
て
、

京
都
の
聚
楽
第
で
謁
見
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
持
ち

帰
っ
た
楽
器
を
演
奏
し
た
と
こ
ろ
、
秀
吉
は
大
変
喜

び
３
回
ア
ン
コ
ー
ル
を
求
め
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、国
内
で
は
バ
テ
レ
ン
追
放
令
が
出
さ
れ
、

キ
リ
ス
ト
教
は
弾
圧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

徳
川
幕
府
の
世
に
な
る
と
、
新
た
に
禁
教
令
が

出
さ
れ
る
こ
と
に
。

　

大
村
純
忠
や
大
友
宗
麟
な

ど
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
は
既

に
他
界
し
て
お
り
、
四
少
年

は
、
そ
れ
ぞ
れ
厳
し
い
運
命

を
辿
り
ま
す
。

　

多
く
の
宣
教
師
は
国
外
へ
逃
れ
、
学
び
の
場
は
迫

害
さ
れ
ま
す
。
長
崎
で
は
日
本
26
聖
人
と
呼
ば
れ
る

信
者
ら
が
処
刑
さ
れ
、
教
会
は
破
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
東
マ
ン
シ
ョ
は
迫
害
を
受
け
な
が
ら
布
教
活
動

を
続
け
ま
し
た
が
43
歳
で
死
去
。
中
浦
ジ
ュ
リ
ア
ン

は
20
年
間
布
教
活
動
を
続
け
ま
し
た
が
捕
ま
り
、
棄

教
を
拒
み
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
千
々
石
ミ
ゲ
ル
は
イ

エ
ズ
ス
会
を
退
会
し
て
、
そ
の
後
大
村
藩
士
と
し
て

仕
え
ま
し
た
。

　

原
マ
ル
チ
ノ
は
、
コ
レ
ジ
ヨ
（
神
学
校
）
の
院
長

に
推
薦
さ
れ
る
ほ
ど
の
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。ま
た
、

得
意
の
語
学
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
持
ち
帰
っ
た
活
版

印
刷
機
を
使
い
、洋
書
の
翻
訳
な
ど
で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

自
身
の
マ
ル
チ
ノ
の
演
説
文
は
、
日
本
人
が
印
刷

し
た
初
め
て
の
活
版
印
刷
物
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

し
か
し
、幕
府
の
命
に
よ
り
マ
カ
オ
へ
追
放
処
分
。

翻
訳
と
出
版
を
続
け
ま
し
た
が
、
日
本
へ
帰
る
こ
と

な
く
、
１
６
２
９
年
に
死
去
。
聖
ポ
ー
ル
大
聖
堂
の

地
下
に
バ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
神
父
と
共
に
葬
ら
れ
、
現
在

も
こ
こ
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

四
少
年
は
、
海
を
渡
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
日
本
の
こ

と
を
広
め
、
活
版
印
刷
機
や
西
洋
楽
器
な
ど
、
西
洋

の
先
進
的
技
術
や
文
化
を
日
本
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

国
内
は
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
か
ら
禁
教
へ
と
変
わ

り
、
四
少
年
は
時
代
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
が
、
世
界

に
目
を
向
け
て
行
動
し
、
成
し
遂
げ
た
功
績
は
、
ま

さ
に
偉
大
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

天
正
遣
欧
少
年
使
節
に
ゆ
か
り
の
あ
る
市
町
（
波

佐
見
町
、
大
村
市
、
西
海
市
、
雲
仙
市
、
南
島
原
市
、

宮
崎
県
西
都
市
、
熊
本
県
天
草
市
）
で
「
天
正
遣
欧

少
年
使
節
ゆ
か
り
の
地
首
長
会
議
」
を
構
成
し
て
い

ま
す
。

　

各
市
町
の
中
学
生
が
集
い
、毎
年
１
回
国
内
交
流
、

３
年
に
１
回
海
外
派
遣
を
行
い
、
使
節
の
功
績
や
歴

史
に
触
れ
、
交
流
す
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
郷
土
で
生
ま
れ
、
世
界
で
活
躍
し
た
偉

人
に
つ
い
て
学
び
、
子
ど
も
た
ち
に
は
波
佐
見
町
ま

た
は
町
外
で
も
将
来
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

企
画
情
報
課 

企
画
班　

☎
８
０
ー
６
６
６
１

秀吉が発布した伴天連追放令

★
四
少
年
、
そ
の
後
の
運
命

★
ゆ
か
り
の
地
と
し
て
の
活
動

天正遣欧少年使節が辿った航路

総合文化会館に建立され
ている原マルチノ像

活版印刷された
「原マルチノの演説」令和元年度海外派遣事業

ローマ法王に謁見

令和５年度
国内交流事業
（雲仙市）
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hasami

お知らせ

news
防災行政無線戸別受信機を無償で貸し出します

総務課 生活安全班　☎ 85-2111問

　令和 3 年 4 月から戸別受信機を使い、緊
急放送（火災情報・災害情報等）や定時放送（行
政や町のイベント等のお知らせ）を発信して
います。
　この戸別受信機の設置を希望される方は役
場に借用申請していただく必要があります。

【注意点】
　・貸し出しを受けることができる対象の方は、町内に住所を有する世帯の世帯主です。
　・無償で貸し出しますが、戸別受信機に係る電気料金や電池の交換等の維持費用は使用者の負
　　担となります。
　・故意または重大な過失で、紛失や故障したときは、使用者の負担で購入・修理することにな
　　ります。ただし、正常な使用状態で故障したときは、町が修理します。

【申込み方法】
　波佐見町戸別受信機借用書に必要事項をご記入のうえ、役場 2 階の総務課生活安全報班に提
出してください。
　申請書はホームページから印刷するか、総務課でお受け取りください。

【転出する場合・不要となった場合】
　役場からの貸与品となりますので、町外に引っ越されるなど不要になった時点で、役場に返還
してください。
　返還の窓口は総務課生活安全班です。

【町内で引っ越しする場合】
　設定の変更が必要となる場合があります。
　以下の表を参考に、設定変更が必要な場合は総務課生活安全班に戸別受信機本体をお持ちくだ
さい。

引っ越しで郷が変わる

設定変更が必要 設定変更が不要

引っ越しで郷が変わらない

自治会加入 自治会未加入

班が変わる 班が変わらない
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相続登記制度が変わります
相続登記の義務化（令和６年４月１日～）

税務財政課 固定資産税班　☎ 85-2628問

　相続（遺言を含む）によって不動産の所有権を取得した相続人は、その所有権の取得を知った日
から 3 年以内に相続登記を申請しなければなりません。　
※正当な理由なく相続登記を申請しなかった場合は、10 万円以下の過料の対象となる可能性があ
　ります。

　すでに、相続により不動産の所有権を取得している相続人は、令和 6 年 4 月 1 日から 3 年以内（令
和 9 年 3 月 31 日まで）に相続登記をしなければなりません。

詳しくは、法務省ホームページをご覧ください。
https://www.moj.go.jp/MINJI/minji05_00435.html

あなたと家族をつなぐ相続登記

登記の手続等についてのお問い合わせ（予約制）
　長崎地方法務局佐世保支局登記部門　☎０９５６－２４－４８５１

hasami

お知らせ

news

住民福祉課 環境衛生班　☎ 80-6663

　地域の緑化や森林整備を促進するため、緑の募金活動により集まったお金で地域の緑化事業を補
助します。

▶補助対象者
　自治会や地元の緑化団体など

▶補助対象事業
　波佐見町内での森林の整備、公共地等での植樹や育苗などの地域緑化活動、緑化の啓発活動やイ
　ベントの開催など、緑の募金の趣旨に合致すると認められる事業

▶補助金額
　5 万円以上 10 万円以下の範囲内で、補助対象事業に要した経費の額

▶受付期間
　令和 6 年 3 月 22 日（金）まで。ただし同 31 日までに完了できる事業に限ります。

▶その他注意
　〇補助対象が植樹などの緑化事業である場合は、『緑の募金』による緑
　　化事業であることを示す立札を設置していただく必要があります。
　〇補助金の交付決定前に活動したものや特定個人の営利につながるもの、
　　事業額が補助金の下限額（5 万円）に満たないものは補助の対象外とな
　　ります。
　〇申請方法その他ご不明な点については役場環境衛生班までお尋ねください。

問

緑の募金であなたは何を育てますか？
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　建設課 建設管理班　☎ 85-3383問

◆募集戸数

※入居決定後、参考家賃の範囲内で入居される全員（世帯）の収入により家賃を決定します。

◆入居者資格           

　①申込者本人が成人であること。

　②同居又は同居しようとする親族があること。

　③入居しようとする全員の収入合計が、公営

　　住宅法に定める収入基準内であること。      　

　④地方税等の滞納がないこと。      

　⑤住宅に困っていること。 

　⑥入居しようとする全員が暴力団員でないこと。

　⑦単身入居の場合は、要件を満たすこと。※１     

◆申込方法（次の書類をご提出ください。）       

　◎入居申込書（建設課窓口で用意）

　◎連帯保証人の確約書（建設課窓口で用意）

　◎住民票（波佐見町内在住者は不要）

　◎申込者及び同居しようとする全員の所得証明書（波佐見町内在住者は不要）

　◎地方税等の未納がない証明書

　◎障害手帳、保健福祉手帳、療育手帳、生活保護受給証明書、その他証明書等の写し（該当者）

◆申込期間　9 月 11 日（月）から 10 月 10 日（火）まで

◆入居者決定方法　入居者選考委員会において、住宅に困窮している度合いが高い方から入居者を

　　　　　　　　　決定します。

◆入居可能日　12 月１日（金）

◆その他　入居決定者は、敷金（家賃 3 か月分）の納付、連帯保証人の選任、印鑑登録証明書の

　　　　　提出が必要です。

※詳しくは、波佐見町ホームページまたは建設課へお問い合わせください。

※１　単身入居の要件

１）60 歳以上 

２）身体障害者手帳 1 ～ 4 級に該当の方 

３）精神障害者手帳 1 ～ 3 級又は療育手帳

　　A・B の方

４）生活保護法による被保護者

５）DV 被害者    

町営住宅　  戸入居者募集中10

団地名 部屋番号 所在地 募集戸数 建築年数 規格 参考家賃

江良山

A-4 折敷瀬郷 1326 番地 1 戸 昭和 54 年度 3DK 60.7㎡ 14,400 円～ 28,000 円

G-5 折敷瀬郷 1326 番地 1 戸 昭和 55 年度 3DK 60.7㎡ 14,700 円～ 28,800 円

H-4 折敷瀬郷 1326 番地 1 戸 昭和 55 年度 3DK 60.7㎡ 14,700 円～ 28,800 円

協和

G-2 長野郷 733 番地 1 戸 昭和 60 年度 3DK 66.7㎡ 17,400 円～ 34,100 円

G-3 長野郷 733 番地 1 戸 昭和 60 年度 3DK 66.7㎡ 17,400 円～ 34,100 円

I-3 長野郷 733 番地 1 戸 昭和 62 年度 3DK 63.7㎡ 17,400 円～ 33,500 円

山崎

B-202 折敷瀬郷 1880 番地 2 1 戸 平成 18 年度 2LDK 58.7㎡ 20,300 円～ 39,800 円

C-105 折敷瀬郷 1880 番地 2 1 戸 平成 21 年度 2DK 57.3㎡ 20,000 円～ 39,300 円

D-103 折敷瀬郷 1880 番地 2 1 戸 平成 20 年度 2DK 57.3㎡ 19,900 円～ 39,200 円

G-101 折敷瀬郷 1880 番地 2 1 戸 平成 18 年度 3LDK 74.3㎡ 25,600 円～ 50,400 円
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hasami

お知らせ

news

子ども・健康保険課 健康増進班　☎ 80-6650 問

連載：アルコールとの上手な付き合い方　
『第６回　寝酒は危険⁉』

　今回は、お酒と睡眠の関係についての話で

す。寝酒をする方は、特にしっかりと読んで

いただきたい回です。日本人は「睡眠薬はク

セになりそうで怖い、お酒の方が安全だ」と

考えがちですが、大きな誤解です。実は、睡

眠薬は用法容量を守れば、比較的安全です。

一方、お酒は確かに入眠作用がありますが、

その効果は一時的なものです。しかも、かえっ

て途中で目が覚めたり、睡眠の質が浅くなっ

てしまいます。また、寝酒が習慣化すると、

徐々に同じ量では入眠効果が得られなくなっ

てしまい、その結果、寝酒の量が増えていき

ます。すると、ますます睡眠の質が浅くな

り、寝ても疲れが取れないという悪循環がじ

わじわと進んでいきます。さらに、アルコー

ルには利尿作用があるため、尿意で目が覚

めてしまいます。この話を読んで心配になっ

た方は、ぜひお酒を飲まずに寝てみてくだ

さい。そして、翌日の寝覚めがいつもより

よいことを実感してみてください。
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〈開催予定スケジュール〉

　子育てなどでお悩みの方を対象に、家庭教育や子育てについて「子育て・親育ち講座」を開催します。
今年度も、波佐見町では、保育分野のエキスパートを輩出する長崎短期大学（佐世保市）と連携し、専
門的な見識と知識をもって、楽しく学ぶことができる講座を行います。

No 日程 講座内容 対象

①
10 月 28 日

（土）

◆◆体を動かす遊びと運動発達について知ろう◆◆

保護者
　乳幼児期は特に神経系の発育の敏感期であり、体を動かす遊びを通して、生活に必要
な様々な動きを習得していく絶好の機会となります。遊びを通して子どもに体を動かす
ことが「楽しい」と思わせることが「またやりたい」やる気に繋がっていきます。
　近年、心や脳との関係も注目されていますので、遊びの環境や運動発達について一緒
に考えてみませんか。

◆◆親子で一緒に運動遊び！◆◆

親子

（0 ～ 2 歳児）

　お父さんやお母さんとの運動遊びは、子どもたちが安心感の中で伸び伸びと体を動か
すことができるものです。またドキドキ、ワクワク、挑戦する意欲も掻き立て、楽しく
遊びながら体を動かすことができます。
　子どもの成長を感じながら、楽しく一緒に遊んでみませんか。

②
11 月 9 日

（木）

◆◆離乳食について知ろう！◆◆　　

保護者
　そもそも離乳食って何だろう、赤ちゃんにとってどんな役割があるかなといった日々
の疑問はありませんか。
　この講話では、離乳食の必要性や赤ちゃんの成長段階（口の動きや舌の動き）に合わ
せた“調理方法”、“食品の選択”、“食事の量”を知っていただくことで、離乳食に関す
る疑問を一緒に解決したいと思います。

◆◆幼児の食事・おやつ（間食）について知ろう！◆◆

保護者

　１歳を過ぎると、食べることが出来る食品の種類が増え、料理の形状にも変化
が出てきます。子どもの成長に合わせた栄養・食事の量が気になる頃ではないで
しょうか。
　幼児期の成長に対応する“１日に必要な食事や間食の量”、また間食の役割な
どをお話させていただきます。  
　当日は調理実習を行いますので、ぜひ一緒に作ってみませんか。

【開催時間】　午前 10 時～ 12 時（途中休憩 10 分あり）

【開催場所】　波佐見町勤労福祉会館（波佐見町井石郷 2255-2）

【対  象  者】　保護者（保護者 1 人での参加も可）

【参  加  費】　無料

　　　　　　※講座 No 毎に受講希望できますが、1 日に開催される 2 講座両方を受講していただきます。

【募集定員】　1 講座あたり 10 組（1 名での参加もできます）

【申込方法】　申込用紙は役場子育て支援班窓口または波佐見町子育て支援センター「きしゃぽっぽ」に設置し

　　　　　　ています。

　　　　　　なお、希望者多数の場合、受講できないことがあります。その場合、先着順の受付とさせていた

　　　　　　だき、受講できない方へは、担当課からご連絡いたします。

【申込締切】　受講を希望する講座開催日の 7 日前まで（郵送、FAX、メール可）

　※当日は子育て支援センター「きしゃぽっぽ」で託児をお受けしますが、申し込み時に事前予約が必要です。
　　（4 か月未満のお子さんは託児不可。）
＜主　　催＞　波佐見町／長崎短期大学

●問い合わせ先　子ども・健康保険課 子育て支援班

　　　　　　　　☎ 85-2333　　FAX：85-2337　　E-Mail：kodomo@town.hasami.lg.jp
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● LINE での予約方法 
予約期間：9 月 19 日～ 10 月 10 日まで

◎波佐見公式 LINE

11 月集団健診の予約時期は 10 月です！

【集団健診で行っている健（検）診の種類】

～集団健診の予約 ( 変更 ) は電話またはＬＩＮＥにてお申し込みください～

●健診の開催日時

●問い合わせ先　特定健診について　子ども・健康保険課 国保年金班　☎ 85-2483
　　　　　　　　がん検診について　子ども・健康保険課 健康増進班　☎ 80-6650

☆１　70 歳以上の方は、受診料欄の（　）内の金額になります。
☆２　生活保護世帯、非課税世帯の方は無料となりますので、お申し出ください。
☆３　会社から案内を受けた一部の社保の扶養の方も集団健診を受けることができます。

●電話での予約方法 
予約受付日程：　10 月 13 日～ 10 月 19 日（平日のみ）
予約受付時間：　8：30 ～ 17：15
連　  絡　  先：　けんしん予約センター　
　　　　　　　　☎ 0120-611-711

健 ( 検 ) 診種類 対象者 内容 受診料

特定健診
 40 歳以上の国民健康

 保険の方

 血圧、検尿、血液検査、身長・体重・腹
 囲測定等
 ※心電図・尿中推定塩分摂取量、尿たん
    ぱく定量
 ⇒集団健診のみの特典です！

無料！

健康診査
 後期高齢者医療保険

 の方
 上記と同様。
 ※心電図はありません 無料！

若者健診  19 ～ 39 歳の男女
 上記と同様。
 ※心電図はありません

500 円

胃がん検診(午前のみ)  40 歳以上  胃透視 900 円（400 円）

肝炎ウイルス検診
 40 歳以上の方で

 受けたことがない方
 血液検査により B 型及び C 型の肝炎ウイ
 ルスを検査する。  

200 円（100 円）

前立腺がん検診  40 歳以上男性  血液検査 100 円（100 円）

（結核・肺がん）
レントゲン検診

 40 ～ 64 歳  胸部間接撮影 300 円

 65 歳以上  胸部間接撮影　　　　　　　　　　 無料

喀
かくたん

痰検査  問診により必要な方  3 日間の痰をとり提出 600 円（300 円）

大腸がん検診  40 歳以上  2 日間の便をとり提出 400 円（200 円）

国
保

後
期

保
険
証
の
種
類
と
は
関
係
な
く
受
診
可

開催日程 会場 受付時間

11 月７日～９日 総合文化会館 　8 時～ 11 時
13 時～ 15 時11 月 10 日 農村環境改善センター

◎電話がつながらない場合は、時間をおいて再度お電話ください。
特に、予約開始日や朝の時間帯は混雑します。

※集団健診と日程が合わない場合は、個別健診（病院を予約して受診）をご利用ください。
　ただし、年度末にかけて予約が取りづらくなりますので、早めの受診を心がけてください。
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　令和 5 年 9 月 20 日以降、生後 6 か月以上のすべての方に対して、新型コロナのオミクロン株
（XBB.1.5）に対応した１価ワクチン（XBB 対応ワクチン）の接種機会を提供します。以下をご確認
のうえ、接種についてご検討ください。

　対象者
　接種勧奨対象者　65 歳以上の方または基礎疾患を有する方　➡　重症化リスクの高い方
　接種できる方　　 　生後 6 か月以上のすべての方

　使用するワクチン

　接種までのながれ
① 12 歳以上（令和 5 年 9 月 1 日時点）で初回接種が終了している方に対し、順次、接種券を送付
　します。接種券に同封されている案内をご確認のうえ、接種について検討してください。
　※今回送付している接種券が最新のものです。
　　以前に送付した未使用の接種券はご使用になれませんので破棄してください。

②検討後、接種を　　希望しない　➡　手続等は不要です。接種券のみ保管してください。
　　　　　　　　　　希望する 　   ➡　事前に予約等が必要です。以下をご確認ください。

65 歳未満の方 65 歳以上の方

接種券に同封されている案内を確認し、LINE 予約
を行ってください。
※予約の際はお手元に接種券をご準備ください。
※電話での予約も可能です。（混雑を避けるため、
可能な限り LINE 予約をお願いします。）

接種券に同封されている意向調査はがきを記入
し、ポストに投函してください。
町で日程等を調整後、おおむね接種日の 2 週間
前に日程および場所を通知します。

集団接種 個別接種 ※医療機関への問合わせはお控えください。

個別接種日程は、毎月医療機関との調整後に決定します。
おおむね該当月の前月中旬から予約可能となる予定です。
日程等については LINE の予約画面からご確認ください。

10 月 11 月

21 日（土）
4 日（土）

25 日（土）

持参するもの
①接種券および予診票
②接種済証の台紙（接種券の宛名送付状）
③予約はがき　※ 65 歳以上の方のみ

④身分証（保険証、マイナンバーカード、運転
　免許証 など）
⑤お薬手帳（常備薬のある方）

※体調不良等で接種できない場合は、必ずワクチン専用ダイヤルまでご連絡ください

③当日、次のものをもって接種会場へ（時間厳守）

令和5年度新型コロナワクチン秋開始接種

今回の接種勧奨対象者は重症化リスクの高い方のみです。
それ以外の方も接種は可能ですが、接種が推奨されているものではありません。

　未定（厚生労働省から詳細が示され次第ホームページにて公開します）

接種スケジュール（予定）

　その他
次のいずれかに該当する場合は、役場にお問い合わせください。
・令和 5 年 9 月 1 日時点で１2 歳未満の方が接種を希望する場合
・付き添いなどで 65 歳未満の方と 65 歳以上の方が同日に接種を希望される場合
・初回接種希望者

問い合わせ先　子ども・健康保険課　新型コロナワクチン専用ダイヤル　☎ 80 － 2200
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　成人用肺炎球菌予防接種とは
肺炎球菌予防接種は、肺炎球菌による肺炎の感染予防・重症化予防のためのワクチン接種です。

波佐見町では、これまで肺炎球菌予防接種を接種したことがない、年度中に 65 歳を迎える方に、
接種費用の一部（上限 3,000 円）を助成しています。

※現在、特例として、下記対象者についても、接種助成を行っています。

　対象者
※過去に肺炎球菌ワクチン（ポリサッカライド）を受けたことがない方が対象です。

令和５年度対象者（令和５年度中につぎの年齢になる方）

年齢 生年月日

65 歳 　昭和 33 年 4 月 2 日～昭和 34 年 4 月 1 日生まれ

70 歳 　昭和 28 年 4 月 2 日～昭和 29 年 4 月 1 日生まれ ※以下、特例対象

75 歳 　昭和 23 年 4 月 2 日～昭和 24 年 4 月 1 日生まれ

80 歳 　昭和 18 年 4 月 2 日～昭和 19 年 4 月 1 日生まれ

85 歳 　昭和 13 年 4 月 2 日～昭和 14 年 4 月 1 日生まれ

90 歳 　昭和 8 年 4 月 2 日～昭和 9 年 4 月 1 日生まれ

95 歳 　昭和 3 年 4 月 2 日～昭和 4 年 4 月 1 日生まれ

100 歳 　大正 12 年 4 月 2 日～大正 13 年 4 月 1 日生まれ

　接種方法
【接種期間】令和 6 年 3 月 30 日まで
【接種費用】接種料金から助成額 3,000 円を差し引いた金額を自己負担金として医療機関に支払
　　　　　  ※生活保護を受給中の場合は全額助成となります。

【接種場所】県内医療機関　（事前に予約をしてください。）
　　　　　  ※令和 5 年度町内実施医療機関

【その他】かかりつけ医に相談し、接種の効果や副反応について十分理解した上で、接種してください。

子ども・健康保険課　健康増進班　☎ 80-6650

このほか、60 歳以上 65 歳未満の方で、心臓、じん臓、呼吸器の障害または、ヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫機能の障害により 1 級の身体障害者手帳をお持ちの方も対象。

　西の原野中医院 　こうの内科医院 　松尾医院

　はすわ診療所 　いちのせ内科循環器科 　波佐見病院

　小鳥居内科脳神経内科クリニック 　藤下内科医院

　問い合わせ先

成人用肺炎球菌予防接種の助成
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お知らせ
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教育委員会　社会教育班 ☎ 85-2034問

波佐見よかとこ再発見バスツアー

　8 月 19 日、町内の小学 4 ～ 6 年生の希望者を対
象に波佐見町の観光名所や、史跡などを巡る「波佐
見のよかとこ再発見バスツアー」が開催されました。
　参加した子どもたちは、観光ガイドや町学芸員の
解説を聞きながら約 12 カ所の目的地を訪れ波佐見
の歴史や文化について学びました。
　実際にその場所を訪れ、見て、触れることで、波
佐見町を満喫しながら良いところをたくさん見つけ
ることができ、夏休みの良い思い出となりました。
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お知らせ

news

企画情報課 企画班　☎ 80-6661

宝くじ助成事業
コミュニティ活動も
スムーズに

　川内郷自治会では、（一財）自治総合セン

ターが実施しているコミュニティ助成事業を

活用し、宝くじ助成金でテント・物置などの

備品を整備しました。

　川内郷のコミュニティ活動がスムーズに行

えることを期待します。

問水道課 水道管理班　☎ 85-3584

消費税申告される方へ
水道料金のインボイス制度への
対応について

　10 月から開始される消費税インボイス制

度に対応するため、波佐見町では上水道事業

と下水道事業のそれぞれで適格請求書発行事

業者の登録を行っています。

◇上水道事業登録番号　T9800020005591

◇下水道事業登録番号

　T5800020005827

　また、以下の帳票に登録

番号、消費税額、適用税率

等を記載し適格請求書とし

て発行していますのでお知

らせします。

◇水道・下水道使用量

　のお知らせ（検針票）

◇水道料金納付書

問

hasami

お知らせ

news
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や
個
人
宅
な
ど
様
々
な
場
所

で
、
週
１
回
体
操
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
体
操
後
に
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
む

な
ど
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇ 

百
歳
体
操
っ
て
ど
ん
な
体
操
？

　

D 

V 

D
を
観
な
が
ら
行
う
、お
も
り

を
使
っ
た
筋
力
運
動
の
体
操
で
す
（
約

40
分
）。

　

調
節
可
能
な
お
も
り
を
手
首
や
足
首

に
巻
き
つ
け
、椅
子
に
座
っ
て
ゆ
っ
く

り
と
手
足
を
動
か
し
ま
す
。

◇ 

体
操
す
る
と
ど
う
な
る
の
？

　

・
筋
力
が
つ
く　

　

・
体
が
軽
く
な
る

　

・
歩
く
な
ど
の
動
作
が
楽
に
な
る

　

・
転
倒
し
に
く
い
体
に
な
る

　

役
場
で
は
希
望
す
る
グ
ル
ー
プ
に
、

体
操
の
体
験
会
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
毎
週
、
体
操
を
や
っ
て
み
た
い
！
」

と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
は
、
体
操
で
使
用

す
る
物
品
の
貸
し
出
し
（
バ
ン
ド
・
お

も
り
・
D 

V 

D
）
や
体
操
指
導
な
ど
、

立
ち
上
げ
の
支
援
も
し
て
い
ま
す
。

◇ 

体
験
会
を
し
た
い
と
き
は
？

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
で
、
５
名

以
上
の
グ
ル
ー
プ
が
対
象
で
す
。
希
望

の
日
時
・
場
所
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
体
操
か
一
度

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
問
い
合
わ
せ
先
）

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
５-

２
９
７
６

家の近くで！
顔見知りの仲間と！

一緒に楽しく！

いきいき百歳を目指して
体操してみませんか？

自分に合った重さで
体操ができます！
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夏
休
み
に
嬉
し
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
！

　
長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
・
髙
比
良
選
手
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
指
導

プロ選手に
教えてもらったよ

転入者の方に　 万円を交付

企画情報課 企画班　☎ 80-6661問

　移住者支援を促進するため、新たに町内に
転入して町内企業に就業された方に対して、
民間賃貸住宅の家賃の一部について奨励金と
して交付します。
▶対象者
・町内の民間賃貸住宅を契約締結して居住し
  ていること
・新たに町内企業等に常勤、または自ら創業
　開始していること
・世帯全員が町税等を滞納していないこと　等
▶奨励金の額　6 万円
▶申請期限　令和 6 年 3 月 31 日

hasami

お知らせ

news

詳細は町ホームページを
ご確認ください。

役場への意見・要望・苦情は
「行政相談」をご利用ください

企画情報課 企画班　☎ 80-6661問

　10 月 16 日（月）～ 22 日（日）までの
1 週間は行政相談週間です。
　役場の仕事について「苦情がある、困って
いる」「どこに相談したらいいのかわからな
い」などといった苦情や要望を受け付け、公
平・中立の立場から、その解決の促進等を図
る制度です。
　相談は無料で、秘密は堅く守られます。お
気軽にご相談ください。
▶相談所開設日　　偶数月第 1 水曜日
▶今後の開設予定
　10 月 4 日（水）10 時～ 16 時
　※心配ごと・人権
　　相談との合同相談

hasami

お知らせ

news 6
波佐見町 IJU ターン奨励金

　

2 

0 

2 

2-
2 
0 

2 

3
シ
ー
ズ
ン

に
Ｂ
１
に
昇
格
を
果
た
し
た
〝
長
崎

ヴ
ェ
ル
カ
〟
の
髙
比
良
寛
治
選
手
が

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
、
８
月
５
日
、
南
小

ミ
ニ
バ
ス
ケ
の
指
導
に
駆
け
つ
け
て

く
れ
ま
し
た
。

　

長
崎
ヴ
ェ
ル
カ
の
ト
ッ
プ
プ
レ
イ

ヤ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
髙
比
良

選
手
に
よ
る
直
接
の
指
導
に
、
子
ど

も
た
ち
も
ド
キ
ド
キ
・
ワ
ク
ワ
ク
。

「
楽
し
か
っ
た
！
」「
シ
ュ
ー
ト
が
決

ま
っ
た
!!
」「
ド
リ
ブ
ル
の
や
り
方

が
わ
か
っ
た
!!
」
と
、
指
導
の
効
果

も
す
ぐ
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
ヴ
ェ
ル
カ
を
応
援
し
よ
う
」
と

地
元
チ
ー
ム
が
身
近
に
な
っ
た
瞬
間

で
し
た
。
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新
庁
舎
が
ま
も
な
く
完
成
し
ま
す

新
庁
舎
が
ま
も
な
く
完
成
し
ま
す

▲災害対策型・荷重式自動ドア（無電源）を採用し持続可能な開発目標を推進し、
　ドアに挟まれる事故はなく、災害時にも手動で開閉できる構造となっています。

無
電
源
の
自
動
ド
ア
を
２
か
所
設
置
。

問
い
合
わ
せ
先

庁
舎
建
設
推
進
室
☎
８
０
ー
６
６
６
０

▲新庁舎全景（令和 5 年 8 月末現在の進捗率は約 95％です。）

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い
る
樹
木
の
伐
採
の
お
願
い

自動車や歩行者の安全のため、車道の上空 4.5 ｍ、歩道
の上空 2.5 ｍの範囲に通行の障害になる樹木や看板など
を置いてはいけません。（道路構造令第 12 条）

　

道
路
上
に
樹
木
が
張
り
出
し
て
い
る

と
、
歩
行
者
や
自
動
車
の
通
行
に
支
障

を
き
た
す
ほ
か
、
道
路
標
識
や
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
な
ど
が
見
え
に
く
く
な
り
、
交

通
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

私
有
地
に
生
え
て
い
る
樹
木
等
は
土

地
所
有
者
の
管
理
物
で
あ
り
、
道
路
に

隣
接
す
る
個
人
宅
か
ら
張
り
出
し
た
庭

木
や
生
垣
、
山
林
・
空
地
の
草
木
が
原

因
で
け
が
や
物
品
の
損
傷
を
招
く
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
土
地
所
有
者
が
賠

償
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
に
も
、
樹
木
の
張

り
出
し
、
枯
れ
木
・
折
れ
枝
、
竹
木
の

繁
茂
等
に
よ
り
通
行
に
障
害
が
あ
る

（
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
）
場
合
は
、

所
有
者
に
お
い
て
ご
確
認
い
た
だ
き
、

事
前
に
伐
採
、
ま
た
は
枝
払
い
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
町
で
は
、
風
水
害
等
の
災
害

時
や
そ
の
他
緊
急
時
な
ど
道
路
通
行
に

支
障
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
民
法

第
2 

3 
3
条
他
の
法
律
に
基
づ
き
、
止

む
を
得
ず
、
伐
採
・
撤
去
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課 

建
設
管
理
班

　

☎
８
５
‐
３
３
８
３ 
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第
４
回
「
黒
板
勝
美
」
で
紹
介
し
ま

し
た
が
黒
板
家
の
先
祖
は
田
ノ
頭
郷
の

戦
国
武
将
・
黒
板
越え
っ
ち
ゅ
う
の
か
み
か
つ
の
ぶ

中
守
勝
信
で
代
々

大
村
藩
士
の
家
系
で
す
。

　

黒
板
傳
作
は
、
明
治
９
年

（
１
８
７
６
）
６
月
22
日
、
大
村
警
察

出
張
所
（
大
村
市
）
に
勤
務
し
て
い
た

父
・
黒
板
要
平
の
次
男
と
し
て
西
大
村

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
兄
は
黒
板
勝
美
で
す
。

　

や
が
て
傳
作
は
祖
父
の
死
に
伴
い
父

の
要
平
と
と
も
に
田
ノ
頭
郷
に
帰
り
、

鹿
山
小
学
校
（
波
佐
見
町
立
中
央
小
学

校
）
に
通
学
し
ま
し
た
。
傳
作
は
兄
の

勝
美
に
劣
ら
ぬ
秀
才
で
、
小
学
校
の
同

級
生
だ
っ
た
宿
郷
八
島
出
身
の
本
田
雄

五
郎
（
波
佐
見
で
最
初
の
医
学
博
士
）

は
自
身
の
自
伝
で
「
田
ノ
頭
の
黒
板
傳

作
と
い
う
秀
才
が
い
て
、
い
く
ら
努
力

し
て
も
負
け
た
（
後
略
）」
と
述
べ
て

い
ま
す
。

　

傳
作
は
鹿
山
小
学
校
を
主
席
で
卒
業

し
、
当
時
、
波
佐
見
に
高
等
小
学
校
が

な
か
っ
た
た
め
、
早
岐
の
第
十
二
高
等

小
学
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。傳
作
は「
品

行
学
業
共
に
優
等
ナ
ル
ヲ
以
テ
特
ニ
之

ヲ
賞
ス
」と
褒
賞
状
を
頂
い
て
卒
業
し
、

私
立
尋
常
大
村
中
学
校
（
長
崎
県
立
大

村
高
等
学
校
）
へ
進
学
し
ま
し
た
。
岳

辺
田
郷
の
小
鳥
居
才
吾
（
医
学
博
士
）

の
思
い
出
の
記
録
に
「
大
村
の
中
学
校

へ
入
学
す
る
や
常
に
黒
板
傳
作
氏
と
首

席
を
争
っ
た
が
、
ど
う
し
て
も
黒
板
さ

ん
に
は
か
な
わ
な
か
っ
た
」
と
語
っ
て

い
ま
す
。

　

大
村
中
学
校
を
一
等
賞
で
卒
業
し
た

傳
作
は
家
計
が
豊
か
で
な
か
っ
た
た

め
、
向
学
心
は
強
か
っ
た
が
進
学
を
あ

き
ら
め
、
試
験
を
受
け
折
尾
瀬
小
学

校
（
佐
世
保
市
立
三
川
内
小
学
校
）
の

准
教
員
と
な
り
ま
し
た
。
長
崎
県
の
推

薦
や
兄
・
勝
美
の
勧
め
も
あ
っ
て
小
学

校
教
員
を
９
月
ま
で
勤
め
、
学
資
を
貯

め
、
兄
と
同
じ
熊
本
の
第
五
高
等
学
校

（
熊
本
大
学
）
第
二
部
（
工
科
）
に
進

学
、
優
秀
な
成
績
で
卒
業
し
、
明
治
30

年
（
１
８
９
７
）
東
京
帝
国
工
科
大
学

機
械
工
学
科
（
東
京
大
学
工
学
部
）
に

進
学
し
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
機
械
科
主
任
教
授
の
真ま

の野

文ぶ
ん
じ二
（
工
学
博
士
）
は
傳
作
が
ボ
ロ
ボ

ロ
の
洋
服
に
尻
切
れ
草
履
の
み
す
ぼ
ら

し
い
姿
を
見
て
、
傳
作
に
ア
ル
バ
イ
ト

先
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
先

と
は
当
時
発
明
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い

た
鈴す
ず
き木

藤と
う

三さ
ぶ

郎ろ
う

が
経
営
し
て
い
た
鈴
木

鉄
工
部
で
し
た
。
そ
し
て
傳
作
は
明
治

33
年
（
１
９
０
０
）
大
学
を
卒
業
し
ま

し
た
が
、
機
械
製
作
へ
の
好
奇
心
と
機

械
に
対
す
る
執
着
か
ら
、
卒
業
と
同
時

に
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
鈴
木
鉄
工
部
の
技

師
と
し
て
入
社
し
、
か
た
わ
ら
日
本
精

製
糖
株
式
会
社
（
Ｄ
Ｍ
三
井
製
糖
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
前
身
の
１
社
）
の
器

械
嘱
託
技
師
を
も
勤
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

傳
作
の
鈴
木
鉄
工
部
で
の
仕
事
は
主

と
し
て
設
計
技
術
者
と
し
て
設
計
の
責

任
者
で
あ
り
、
当
然
、
鈴
木
藤
三
郎
の

発
明
特
許
に
は
深
く
関
係
し
、
傳
作
の

知
識
と
努
力
が
多
く
傾
け
ら
れ
た
こ
と

を
如
実
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。
入
社
一

年
余
後
に
は
、
鈴
木
鉄
工
部
の
技
師
長

と
な
り
ま
し
た
が
、
鈴
木
藤
三
郎
が
事

業
家
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
感
覚
で
会

社
経
営
と
機
械
製
作
を
進
め
て
い
た
こ

と
に
対
し
て
傳
作
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
感

覚
よ
り
も
機
械
工
学
の
専
門
家
と
し
て

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
視
点
で
忠
実
に
機
械
製

作
を
進
め
た
い
と
す
る
気
持
ち
が
強

く
、
こ
の
両
者
の
路
線
の
違
い
が
人
間

関
係
に
支
障
を
き
た
し
、
明
治
38
年

（
１
９
０
５
）
３
月
31
日
に
鈴
木
鉄
工

部
を
退
社
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
傳
作

は
大
学
院
に
進
学
し
て
更
に
研
究
を
進

め
て
い
き
ま
し
た
。

　

傳
作
は
日
露
戦
争
の
鉄
工
業
ブ
ー
ム

に
注
目
し
、
明
治
38
年
４
月
に
深
川
区

猿
江
町
（
東
京
都
江
東
区
）
に
エ
ン
ジ

ニ
ア
の
山
谷
和
吉
と
共
同
で
東
京
鉄
工

所
機
械
部
を
設
立
し
、
同
年
８
月
に
は

京
橋
区
月つ
き
し
ま島

東
仲
通
５
丁
目
（
東
京
都

中
央
区
）
に
東
京
月
島
機
械
製
作
所
を

創
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
大
正
６
年

（
１
９
１
７
）
５
月
、
株
式
会
社
に
組
織

変
更
し
て
、
月
島
機
械
株
式
会
社
を
設
立

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
傳
作
は
徒
弟
教
育
に
力
を
尽
く

し
、
私
塾
「
黒
板
徒
弟
養
成
所
」
を
開
設

し
、
多
く
の
技
術
者
を
養
成
し
ま
し
た
。

私
塾
は
全
寮
制
。
昼
は
工
場
で
働
き
、
夜

は
塾
で
勉
強
と
い
う
日
課
で
、
傳
作
自
身

も
寝
食
を
共
に
し
て
指
導
に
あ
た
り
、
社

内
に
あ
っ
て
も
従
業
員
か
ら
「
先
生
」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
大
正
７
年（
１
９
１
８
）

に
は
塾
生
は
６
０
人
を
超
え
、
５
年
制

の
夜
学
も
新
設
さ
れ
、
戦
時
中
と
終
戦

後
の
中
断
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
51

年
（
１
９
７
６
）
の
閉
校
ま
で
、
数
多
く

の
優
れ
た
人
材
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
養

成
所
の
卒
業
生
は
、
そ
の
優
秀
さ
か
ら
他

社
か
ら
の
誘
い
を
受
け
、
卒
業
生
の
ほ
と

ん
ど
が
他
社
へ
流
れ
る
年
が
あ
り
ま
し
た

が
、
傳
作
は
「
優
秀
な
人
材
が
各
地
で
働

く
こ
と
は
日
本
の
た
め
に
な
り
、
長
い
目

で
み
れ
ば
当
社
の
た
め
に
な
る
の
だ
」
と

気
に
す
る
様
子
は
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

傳
作
は
、
昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
12

月
27
日
に
５
７
歳
で
没
し
ま
し
た
。
傳
作

が
創
立
し
た
月
島
機
械
株
式
会
社
は
、
そ

の
後
、
長
男
の
黒く
ろ
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　中学校・中央小学校体育館、体育センターにおいて、
第 51 回親子交歓球技大会が開催され、ミニバレーの
部とソフトバレーの部を合わせ 27 チーム、生徒・保
護者 377 名が参加しました。
　新型コロナウィルスの影響で4年ぶりの開催となっ
た今大会は、親子が一緒に汗を流す貴重な機会であり、
息の合った好プレー・珍プレーが見られ、終始笑顔の
絶えない楽しいものとなりました。

波佐見中学校親子交歓球技大会

和気あいあい親子でバレー
8

6

ミニバレーの部 ソフトバレーの部
会場 中学校 中央小 体育センター
優勝 湯無田 U-15,14 永尾 鬼木 B

準優勝 宿 2 岳辺田 A 鬼木 A

【試合結果】

全国子ども陶芸展

感性と発想で全国 2 位受賞
7

21

　第 22 回を迎えた全国こども陶芸展（茨城県笠間市）で、東小
学校 3 年長瀬海さんの作品が見事小学校 1 ～ 3 年生部門の 2 位
である茨城県知事賞を受賞しました。
　この陶芸展は、伝統文化である陶芸を通して創意工夫を奨励す
るとともに、豊かな感性と自由な創造力を養ってもらえるよう開
催されています。
　今回の長瀬さんの作品名は、「ヒノキ灰被りティラノサウルス・
レックス」で、笑顔を表現するのが難しかったとのこと。授賞式では「ちょっと緊張したけど、京都や茨城の友
達もでき嬉しかった」とのコメントをもらいまいした。
　これからも、自由な発想を育んでいってもらいたいです。
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緑の少年団

自然の中でのびのびキャンプ
8

11

　波佐見温泉「湯治楼」周辺ではさみ夏まつりが開催され、

夏の最後を楽しもうと多くの人たちが会場を訪れました。

　今年は婦人会による皿踊りが 4 年ぶりに復活し、ステー

ジイベントや屋台などで大いに賑わいました。

　夏まつりを開催するにあたり、町民の皆様には「夏まつり

協賛金」をはじめ多大なご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

（一社）波佐見町観光協会

はさみ夏まつり

4 年振りに皿踊りが復活！
8

28

　波佐見中学校グラウンドで、夏期巡回ラジオ体操みんなの

体操会『波佐見大会』を開催しました。当日は不安定な天候

の中での開催となりましたが 137 名の方に参加していただ

くことができました。参加者の皆さんは幅しげみ先生による

ピアノの生演奏の中、岡本美佳先生のご指導の下一緒に笑顔

で体操を行っていました。まだまだ暑い日が続きます。これ

を機に早寝早起きラジオ体操を習慣化し、よりよい健康づく

りに努めましょう。

夏期巡回ラジオ体操みんなの体操会

雨にも負けずみんなで体操！
8

18

　湯無田郷の今田松枝さんが 100 歳のお誕生日を迎えられ、町長

からお祝いの花束を贈呈しました。

　若い頃はゲートボールをされていた松枝さん。何でも食べるそう

ですが、中でもチョコレートがお好きだそうです。

　松枝さんこれからもお元気で健やかにお過ごしください。

今月のご長寿さん

100 歳のお誕生日おめでとうございます！
8

10

　波佐見町緑の少年団恒例のデイキャンプがありました。今

年も鬼木郷にある山小屋をお借りして、そうめん流しと木工

作品のコリントゲームを作りました。

　そうめん流しでは、今年は孟宗竹を切るところから行いま

した。山の中にあるたくさんの竹の中から、切り倒しやすさ

など考え竹を選び、ノコギリを使って切り倒しました。切っ

た竹を山小屋まで運び、そうめん流しができるよう 2
つに割いて間の節を取り除き、立派なそうめん流しの台ができあがりました。夏の暑さも忘れ楽しい一日を山

小屋で過ごしました。

　緑の少年団では団員を募集しています。対象は小学校３～ 6 年生です。

　詳しくは、役場環境衛生班（☎ 80-6663）までお願いします。
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　「かかりつけ医制度」をご存知ですか？　『健康に

関することをなんでも相談できる上、最新の医療情

報を熟知して、必要な時には専門医、専門医療機関

を紹介してくれる、身近で頼りになる地域医療、保

健、福祉を担う総合的な能力を有する医師』に診て

もらう事で、病気の早期発見や、それぞれの状態に

合った治療計画を立ててもらったり、予防対策が出

来ることで、その結果、皆さんが健康でいられるチャ

ンスが増えるよ！という制度です。

　大きな病院や専門医のほうが信頼できる！と言わ

れる方もいらっしゃるかもしれません。しかし、医

療業界では『役割分担』が明確化されてきており、

まずは「かかりつけ医」に相談して、必要に応じて「専

門医」が専門的な検査・治療を行い、落ち着いたら「か

かりつけ医」が引き継ぐという流れが一般的になっ

ています。そうする事で大きな病院や専門医がパン

クしてしまう事がなく、また診療所では出来ないサ

ポートが出来て、お互いの連携が強化される事でよ

り適切な医療を提供できる様になるわけです。こう

した連携は医療面だけではなく、行政や介護・福祉

なども同様で、普段の生活状況や介護・福祉の現場

での状態など、情報を共有することで、自宅や施設

でも安心して過ごす事が出来るようになります。

　ただ、制度導入にはいくつかの課題もあります。

例えば、情報共有がうまくいかなかったり、地域に

よって実施方法が異なる場合があります。だから、

これらの課題を乗り越えるために、デジタルヘルス

ケアの活用や連携体制の強化などの努力が必要で

す。ほかにも、医療費の問題や、「制度化」してし

まうと、かかりつけ医の負担が増えてしまうなどの

問題があります。

　最後に、かかりつけ医を選ぶときのポイントをお

伝えします。信頼性や専門性、アクセスの便利さ、

コミュニケーション能力などを重視して、自分に

合った医師を選んでみてください。そして、かかり

つけ医を活用して定期的な健康チェックや治療計画

の相談をして、健康な生活に生かしましょう！

東彼杵郡医師会
山住和之（東彼杵町）「かかりつけ医制度で健康をサポート！」

こ ん に ち は で す栄 養 士
　7 月 31 日（土）に、町内の小学生と食生活改

善推進員（ヘルスメイト）で郷土料理「はさみ寿

司」を作りました。

　お米の研ぎ方、包丁の使い方など様々な工程を

ヘルスメイトが丁寧に教えていきました。手際の

良い子、恐るおそるの子とそれぞれでしたが、参

加者全員が楽しそうに調理を行っていました。

郷土料理は「ふるさとの味、家庭の味」です。地

域の伝統的な調理法で受け継がれてきたもので、

今後も多くの子ども達へ郷土料理の伝承活動に取

り組んでいきたいと思います。

　他には、朝ごはんを食べることの大切さについ

てお話しをしました。子ども達からは「お米を食

べるようにしているよ」、「朝ごはんは一日のエネ

ルギーの源ということがわかった」といった声を

聞くことができました。

　

「食育」には育む 5 つの力があります。1：食べ

物の味がわかる力（においや歯ごたえなどの五感

を感じる）　2：食べ物のいのちを感じる力（食

べ物を残さず自然に感謝しよう）　3：食べ物を

えらぶ力（主食・主菜・副菜のバランスを考えよう）　

4：料理ができる力（家族で料理をしよう）　5：

元気なからだがわかる力（欠食・虫歯に気をつけ

よう）　です。ご自宅で家族そろって食卓を囲む

ことから始めて、食育についても取り組んでみま

せんか？

～郷土料理を作ったよ～
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▶対象者
　❶男女 60 歳以上の方
　※ 60 歳未満の方もご相談ください !!
　❷県内の高校生および大学生、専門学
　　校生
　一般求職者も応募可能です !!
▶参加費　無料
▶募集期間　令和 5 年 7 月～令和 6 年 2 月
▶実施日　体験施設と相談のうえ決定
　※原則 1 日 (6 時間程度 ) ですが、複
　　数日希望の場合は各施設に相談。
▶場所　県内の体験受入れ介護事業所
▶申込方法
❶事業所に直接電話する。
❷ FAX か郵送で申し込む。
▶問い合わせ先
　介護労働安定センター長崎支部
　☎ 095-828-6549
　※体験施設および「介護職インターン
　　シップ」の申込用紙はホームページ
　　をご確認ください。

　9 月 24 日～ 30 日は「結核予防週間」
です。
　結核は昔の病気と思われがちですが、
国内において年間約 2 万人が罹患し、2
千人が死亡する日本最大の感染症です。
長崎県でも、毎年多くの人が結核を発症
しています。
　結核を予防するためには定期的に健康
診断を受けることが重要です。
ほかにも、
▶風邪のような症状が 2 週間以上続く
　ときには医療機関を受診しましょう。
　早期発見・早期治療が大切です。
▶高齢者は免疫力が低下しやすく、結核
　を発病する人が多くなります。規則正
　しい生活を送ることで、免疫力が低下
　しないよう心がけましょう。
▶乳幼児の結核予防には BCG 接種が有
　効です。生後 5 か月から 8 か月に達
　するまでの期間に BCG 接種を受けて
　ください。

　『薬を使用する際には次のようなこと
に注意し、より安全に効果的に使用しま
しょう』
▶使用する前に薬の説明書をよく読みま
　しょう
▶用法・用量を守りましょう
▶薬の剤形にあった服用方法を守りま
　しょう
▶薬の飲み合わせに注意しましょう
▶高齢者やこどもの薬の使用には特に注
　意しましょう
▶薬は正しく保管しましょう
▶古い薬の使用はやめましょう

　10 月は、「個別労働関係紛争処理制
度周知月間」です。
　長崎県労働委員会では、働く人と事業
主の間の紛争解決のため、県労働相談情
報センターとともに「休日労働相談」を
実施します。相談費用は無料です。
　労働相談のほか、労働委員会の紛争解
決制度の説明も行います。
　お気軽にご相談ください。
１電話相談（通話料無料・携帯可） 
▶日時　10 月 8 日（日）、22 日（日）　
　　　　9 時 30 分～ 16 時 30 分
　　　　☎ 0120 － 783 － 258
２面談相談
▶日時　10 月 8 日（日）　
　　　　9 時 30 分～ 16 時 30 分
▶場所　長崎県県北振興局　
　　　　天満庁舎 3 階会議室（佐世保
　　　　市天満町 1 － 27）
※面談相談は、予約優先です。（当日の
　申込も可）
▶面談予約・問い合わせ先
　長崎県労働委員会事務局
　☎ 095-822-2398

▶期日　10 月 22 日 ( 日 ) 　 
▶時間　8 時 30 分～ 12 時
▶場所　勤労者体育センター　　　　
▶参加費　2,000 円
　　　　　（中学生以下は 1,000 円）
▶申込方法　総合文化会館窓口
　申込用紙は総合文化会館・体育セン
　ター窓口に置いています。
　下記の QR コードから、要項・申し込
　み用紙をダウンロードできます。
▶主催　波佐見町バレーボール協会
▶問い合わせ先　
　バレーボール協会（教育委員会内）
　☎ 85-2034
▶備考　10 月 20 日（金）
　20 時～ 22 時
　体育センター半面練習で利
　用可 ( 準備等は各チームで )

　下記のとおり里親出前講座が開催され
ます。里親になりたい方、里親制度に興
味がある方はぜひご参加ください。
▶日時　11 月 1 日（水）14：00 ～
▶場所　波佐見町役場　第 4 会議室
▶内容　里親制度の説明
※参加費無料。事前申込不要。
▶問い合わせ先
　長崎県里親育成センター「すくすく」
　☎ 0957-53-7343

里親制度とは？
さまざまな事情で保護者と暮らすことが
できない子どもを家族の一員として家庭
に迎え入れ、愛情と理解をもって養育し
てくださる方を「里親」といいます。

　休日労働相談のお知らせ

　10 月 17 日～ 23 日は
　「薬と健康の週間」です

　町民ソフトバレーボール大会
　参加チーム募集！

　介護のしごと体験事業＆高校生
　等の介護職インターンシップ

　咳が止まらない？微熱が続く？
　それって結核かも？

　里親出前講座のご案内　

▶日程　10 月 7 日（土）10 時～ 16 時
▶場所　佐世保市まちなかコミュニティ
　センター１階
▶料金　無料
▶申込　事前予約制（予約受付時間：平
　日 9 時～ 17 時）
▶予約連絡先　☎ 25-1737（松田信哉司
　法書士法人内）
▶主催　長崎県司法書士会佐世保支部
▶備考　相談時間　40 分／相談 1 件
　相続税など税金の相談については対象
　外となります。駐車場はありません。
　周辺のコインパーキングをご利用くだ
　さい。

　司法書士による無料相談会
　相続登記義務化への備え　

　オーケストラで歌う昭和ポップス

▶期日　12 月 24 日（日）
▶開演　15 時（開場 14 時 30 分）
▶場所　波佐見町総合文化会館
▶出演者　庄野真代、沢田知可子、麻倉
　未稀、原田真二、Ｎ響団友オーケストラ
▶チケット　全席指定 
　一般／ 2,000 円（当日 2,500 円）
　※この公演の入場料は、宝くじの助成
　　により特別料金になっています。
　※未就学児の同伴・入場はご遠慮くだ
　　さい。
　※前売入場券が完売した場合、当日券
　　の販売はありません。
▶前売り券発売開始日
　10 月 23 日（月）
▶販売所　
　波佐見町総合文化会館
▶問い合わせ先
　波佐見町総合文化会館　☎ 85-2034

宝くじ文化公演
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開館時間　10：00 ～ 18：00　☎ 26 － 7091（直通）休館日　毎週月曜日、第３木曜日、祝日

2022 年 2 月 1 日に死去した
石原慎太郎のラスト作品集。限
りなくピュアな初恋の記憶を描
いた「遠い夢」、死後公開され
た「死への道程」など、単行本
未収録の全 6 作品を収録する。
四男の画家・石原延啓による解
説付き。

旬を知ると。何もない日が、思
い出の 1 日になる！春夏秋冬
の順に、月ごとに取り入れたい
食材、料理、菓子、花、レジャー、
家事、行事をイラストとともに
紹介。神社での作法や基本的な
お墓参りの方法も丁寧に解説す
る。

老いない脳は自力で手に入れ
る！「噛む刺激」で脳の血流量
をアップさせる、食事や料理を
つくることを楽しむ、血圧や
血糖値を下げて脳を守るなど、
91 歳現役医師が、認知症予防
のノウハウを伝授する。

各図書の内容は、TRCMARC より引用。

波佐見町図書館だより

【広告】

町 の 事 業
【8 月入札 ( 見積 ) 結果、予定価格 130 万円以上】

町の事業は
役場ホームページのトップページ

↓
入札・産業・事業者向け

↓
入札・契約関係

↓
入札結果一覧をご覧ください。　
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　身のまわりにある点字の存在に気付いたことは
ありますか？
　点字は、視覚に障害のある方々が触って読む文
字です。みなさんが目で文字を読んで、色々なこと
を知り、伝えたりするのと同じように、点字は見
えない、見えにくい人にとって大切な文字です。
　そんな点字に少しでも関心を持っていただける
よう『点字に触れよう講座』を開催します。
　みなさんのご参加をお待ちしています。

当日は、キッチンカーやアクセサリーのお店等が集まるマルシェとふくしのクイズラリー等を計
画しています。また、福祉の仕事に関する相談ブースを開設します。
学生の方やお子様連れ、一般の方どなたでもご参加いただけます。ぜひ、遊びに来てください♪

　８月２７日（日）、エレナ波佐見店において２４時間テレビチャリティー募金活動を実施し、多
くの方があたたかいお気持ちで募金をしてくださいました。また、準備の段階から当日の募金活
動までたくさんのボランティアの皆様にご協力いただきました。皆様のご協力に深く感謝申し上
げます。

点字に触れよう、学ぼう　

はさみマルシェ×ふくし～福祉のミニ面談会～　

「２４時間テレビ４６」チャリティー募金活動

主催：波佐見町ボランティア連絡協議会　共催：波佐見町社会福祉協議会

287,925円
募金総額

日　　時　１０月１１日（水）
　　　　　１９：００- ２０：３０
場　　所　波佐見町農村環境改善センター
対　　象　点字に関心がある方
講座内容　点字器を使った点字体験　等
参加申込　℡（８５－２２４０）にご連絡
　　　　　いただくか、下記QRコードよ
　　　　　りお申し込みください。

主催：波佐見町社会福祉協議会　
共催：点訳ボランティアでんでんむし

て ん じ っ て な に ？

ワークショップ

※ふくしのクイズラリーに参加した方は、ワーク
ショップが無料で体験できます！

開催協力
エレナ波佐見店　　様
株式会社山栄建設　様

報　告

お知らせ

日　　時：令和５年１０月２２日（日）
　　　　　１１：００～１５：００
場　　所：波佐見町講堂
問合せ先：佐世保市社会福祉協議会
　　　　　（℡：0956-24-1184）　
※詳しくはQRコードをご覧ください

ワークショップ

ハーバリウム ビーズクラフト

（９月１日時点）
↑粗品づくりボランティア

にもたくさんのご協力を
いただきました＾＾

お知らせ
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　フリースペースで夏休み期間中に親子工作教室を開催し、70名のご参加がありました。
　「デザインはどうする？」「ここはこうしよう」など話し合いながら、協力して一つの作品を作
られる姿がみられました。帰りには「楽しかった」と素敵な笑顔で作品を見せてくれました。
　たくさんのご参加ありがとうございました。

夏休み親子工作教室

想像力豊かな個性あふれる作品が
できました＾＾

以
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　7 月 29 日（土）から 8 月 4 日（金）まで鹿
児島県で行われた第 47 回全国高等学校総合文化
祭の美術工芸部門に、本校から 2 年生の松田す
ぐりさん、弁論部門に 3 年生の楠本葵さんが出
場しました。
　松田さんの作品「レッテル」は、世の中にあふ
れている差別や偏見をテーマにした作品です。ア
クリル絵の具とペンを使い長い時間をかけて制作
しました。作品は美術工芸部門主会場の鹿児島県
歴史・美術センター黎明館に展示され、全国から
訪れた来館者に鑑賞していただきました。
　8 月 3 日（木）、全国から選ばれた 75 名の弁
士の中で、楠本さんは 71 番目の弁士として、「白
い画用紙に白い箱を描く」を演題に発表しまし
た。7 分間の弁論では、美術の授業で学んだ白を
生かすために黒を使うということから、人間関係
は「白黒をつける」競争だけではなく、「白と黒

波佐見高校だより　vol. 2 84

【広告】

波佐見中学校だより

県中総体・九州中学校体育大会
　7 月 22 日（土）から 24 日（月）に開催され
た長崎県中学校総合体育大会において、団体戦に
は軟式野球部、ソフトボール部、女子卓球部、男
女バドミントン部、男女バスケットボール部、サッ
カー部、男女ソフトテニス部が、個人戦では陸上
競技、テニス競技、剣道競技、水泳競技、ソフト
テニス競技、バドミントン競技、卓球競技に出場
し、軟式野球部の準優勝をはじめ多くの活躍を見
ることができました。各選手は力の限りプレーし、
実りある経験をしてきました。さらに、軟式野球
部は、九州大会でベスト 8 に輝き、一戦一戦成
長しながら力を発揮してくれました。

は互いを輝かせる存在」であることと同じように
共生するものであると話し、お互いを理解しよう
とすることで戦争も防ぐことができると訴えまし
た。堂々と表情豊かに語る姿は自信に満ちていま
した。

長崎県吹奏楽コンクール
　7 月 30 日（日）にアルカス SASEBO において、
長崎県吹奏楽コンクール県北地区大会が開催され、
吹奏楽部が出場しました。惜しくも銀賞となり、県
大会出場は逃してしまいましたが、コンクールに向
けて熱心に練習に励み、短期間で素晴らしい成長を
見せてくれました。

社会を明るくする運動中学・高校生長崎県弁論大会
　7 月 31 日（月）にアルカス SASEBO において、
社会を明るくする運動中学・高校生長崎県弁論大会
が開催され、3 年生の眞嶋慧大さんが出場し、優秀
賞を獲得しました
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令和 5 年 8 月末現在　※（　　）内は前年比
●交通事故発生状況

●波佐見町ふるさとづくり応援寄附金（ふるさと納税）

●戸籍の窓

【広告】

　児童文化基金は、図書購入や、文化関係

の全国・九州大会出場補助に充てるなど、

子ども達の心身の健全な育成を目的にして

います。基金は皆さまから寄付を募ること

で運用しており、寄付金は確定申告の際に

寄付控除を受けることができます。詳しく

は、教育委員会 ( ☎ 85-2034) へお問い

合わせください。

●波佐見町児童文化基金

人　口　14,181 人（-10）
　男　　  6,728 人
　女　　  7,453 人
世帯数　  5,415 世帯（+7）
  転入          42 人
  転出          45 人
  出生            5 人
  死亡          12 人
              （　）は前月比
※外国人住民含む

人口の動き（8 月末）

　7 月の寄附　　　     　  2,409 件

　　　　　　　　　55,538,000 円

　5 年度累計 (7 月末現在 )8,872 件

　　　　　　　　 199,446,000 円

・波佐見焼で波佐見町のことを知りもう数年が経ちましたが、
 今では我が家の食器の多くは波佐見焼になりました。こ
 れからも応援しています。
・波佐見焼の器は何にでも合うので重宝しています。これか
  らも応援しています。

 寄附者様からのメッセージ

　ふるさと納税 ( 寄附 ) で波佐見町の応援ができます。
　町外にお住いのご親戚やお知り合いにご紹介くださいますようお願い申し上げます。

波佐見 川棚 東彼杵 郡内

人 傷 件 数 11(+1) 12(-1) 14(+4) 37(+4)

死　　　者 0( ± 0) 0( ± 0) 0( ± 0) 0( ± 0)

物 件 事 故 156(+23) 198(+28) 127(+13) 481(+64)

飲 酒 事 故 0 0 0 0

無免許事故 0 0 0 0
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暮らしのカレンダー  

　今月の納金　●国民健康保険料　●後期高齢者医療保険料　●介護保険料　●水道使用料　
　　　　　　　●保育料　●町営住宅使用料　●下水道受益者負担金  （口座振替日 25 日）

け ん こ う

そ う だ ん

マイナンバーカード申請窓口

催 し も の

※日程が変更になる場合があります。ホームページ等でご確認ください。

休 日 在 宅 当 番 医

診療時間 9 時～ 17 時まで

鬼 木 棚 田 ま つ り 9月23日（土） 鬼木郷グラウンド

鹿山神社奉納相撲 9月23日（土） 宿 郷 鹿 山 神 社

山 中 浮 立 奉 納 9月23日（土） 湯無田郷熊野神社

中 学 校 体 育 大 会 9月24日（日） 中学校グラウンド

町 民 大 運 動 会 10月8日（日） 中学校グラウンド

町民ソフトバレー大会 10月22日（日） 体 育 セ ン タ ー

この広報波佐見は、石油系有機溶剤の一部を大豆油に置き換えた
ソイインクを使用しています。

心 配 ご と 相 談（町社会福祉協議会　☎８５－２２４０）
　場所：総合文化会館

9 月 20 日（ 水 ）　13:30 ～ 16:00 ◎相談員 一瀬信子・前田順子
30 日（ 土 ）　　9:30 ～ 11:30 ◎相談員 吉永智恵子・福田直幸

10 月11日（ 水 ）　13:30 ～ 16:00 ◎相談員 一瀬信子・福田直幸
21日（ 土 ）　　9:30 ～ 11:30 ◎相談員 一瀬信子・吉永智恵子
25 日（ 水 ）　13:30 ～ 16:00 ◎相談員 納富政彦・小栁洋子

心配ごと・人権・行政合同相談（総合文化会館） 10:00 ～ 16:00
　　　10 月 4 日（ 水 ） ◎相談員 前田順子；山口浩一；河野政幸
ひ と り 親 相 談（総合文化会館） 9:30 ～ 11:30
 10 月 21日（ 土 ） ◎相談員 東彼北松福祉事務所
交通事故巡回相談（県北振興局） 10:00 ～ 15:00
 10 月12 日（ 木 ） ※ 2 日前までの予約が必要です。 ☎ 095-824-1111
夜 間 納 税 相 談（役場相談室ほか） 17:15 ～ 20:00
　　9 月 25 日（ 月 ） ◎相談員 税務財政課ほか
消 費 者 相 談（役場商工観光課　☎ 85 － 2162）
　随時ご相談ください ◎相談員 西川夕子
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母子手帳交付※
10月 2 日（月）

波佐見町役場
9 :30 ～ 11:00
14:30 ～ 16:0010月17日（火）

※母子手帳交付は、予約制です。波佐見町公式 LINE またはお電話にてご予約

ください。当日持参するものがありますので、予約時にご確認ください。

乳 児 健 康 相 談
[ R 5 年　4 月 生 ] 10月 5日（木）

総合文化会館 9 :10 ～ 9 :30 受付
[ R 4 年1 2 月 生 ] 10月31日（火）
2 歳児歯科健診

　R3 年 4 月 7 日 ～ 10月11日（水） 総合文化会館 13:00 ～ 13:20 受付
　　　　　　6 月 20 日生

3 歳 児 健 診

 R2 年 4 月 23 日 ～ 10月25日（水） 総合文化会館 13:00 ～ 13:15 受付
6 月 5 日生

健 康 相 談 10月5日（木） 波佐見町役場 　9:00 ～ 11:00
認 知 症 家 族 会 10月16日（月） 総合文化会館 13:30 ～ 15:00
就学時健康診断

 H29 年 4 月 2 日 ～ 10月24日（火） 総合文化会館
　H30 年 4 月 1 日生

9月 17日 松村内科・消化器科 東彼杵 0957-47-0709

18日 山住医院 東彼杵 0957-46-1162

23日 カナザワ内科クリニック 川棚 83-3727

24日 いちのせ内科循環器科 波佐見 85-7770

10月 1日 はすわ診療所 波佐見 85-5221

8日 鈴木病院 東彼杵 0957-46-0145

9日 山川医院 東彼杵 0957-46-0020

15日 小鳥居病院 波佐見 85-3408

22日 波佐見病院 波佐見 85-7021

29日 山本整形外科 川棚 82-2495

　下記の日程でマイナンバーカード申請サポートを行
います。当日は写真撮影も行います。交付通知ハガキ
が届いた方は、役場でマイナンバーカードの受取りが
できます。

【 申請時に必要なもの 】
　運転免許証と健康保険証、通知カード
　※申請から受取りまで約 2 か月かかります。

【窓口開設日】場所：役場戸籍班
　10 月 3 日（火）9 時～ 19 時
　10 月 15 日（日）9 時～ 12 時

【マイナポイントの受付】
平日　  9 時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
■必要なもの
・マイナンバーカード
・マイナンバーカードの暗証番号
・通帳（公金受取口座の登録をされる方）
・決済サービス ID（ポイントカード等）
※ポイントの申込みは 9 月 30 日（土）までです。

（役場でのマイナポイント申込みサポートは 9 月 29
日（金）までです。）


